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vol.137

２月号の主な内容

海・山・温泉　人が輝く　夢と温もりの郷
‐安らぎと憩いの空間　新温泉町‐

　１月 8 日、夢ホールで「平成 29 年新温泉町成人式」を開催。今年成人を迎えた 180 人
（出席者 133 人）の門出を祝福しました。（関連記事を２、3、26 ページに掲載）
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　メンバー 8 人は、成人式を新成人の手で作り上げるため、8 月から夜間など計 8 回集
まり、意見を出し合って式の準備を進めてきました。当日は、司会進行を務めるなど、
成人式を盛り上げてくれました。（敬称略）

 

平
成
29
年
新
温
泉
町
成
人
式
実
行
委
員
会

メ
ン
バ
ー
を
紹
介
し
ま
す

奥田玲奈 原菜都子
大垣純穂

濟木竜 田村拓海 薮原仁 谷村悠悟

倉田実穂

　

１
月
8
日
、
新
成
人
１
３
３
人
や
多

く
の
来
賓
、
関
係
者
な
ど
が
参
加
し
、

夢
ホ
ー
ル
で
「
平
成
29
年
成
人
式
」
を

行
い
ま
し
た
。

　

式
辞
で
岡
本
町
長
が
「
社
会
に
守
ら

れ
る『
未
成
年
』か
ら
、社
会
を
守
る『
成

人
』
へ
と
立
場
が
変
わ
り
ま
す
。
多
く

の
人
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ

ず
に
、常
に
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
乗
り
越
え
て
い
っ

て
く
だ
さ
い
。」
と
語
り
ま
し
た
。
成

人
を
代
表
し
て
原
菜
都
子
さ
ん
と
田
村  

拓
海
さ
ん
が
「
自
分
ら
し
さ
と
、
新
温

泉
町
の
ぬ
く
も
り
を
忘
れ
ず
、
自
分
の

考
え
を
し
っ
か
り
持
ち
、
い
つ
か
胸
を

張
っ
て
自
分
の
人
生
を
語
れ
る
大
人
へ

と
成
長
し
て
い
き
ま
す
。」
と
成
人
の

こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　
「
記
念
講
演
」
で
は
、
２
０
１
２
年

の
世
界
選
手
権
で
優
勝
し
た
空
手
家
の

宇
佐
美
里
香
さ
ん
が
登
場
。
最
初
に
、

世
界
を
制
し
た
力
強
い
形
を
披
露
。
続

い
て
「
空
手
と
わ
た
し
～
夢
へ
の
階
段

～
」
と
題
し
、
夢
に
向
か
っ
て
努
力
す

る
こ
と
の
大
切
さ
や
家
族
な
ど
周
り
人

た
ち
の
支
え
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
、

実
体
験
を
交
え
て
語
り
ま
し
た
。

「成人のことば」（原さんと田村さん）

新成人を前に空手の形を
披露する宇佐美さん

　

ま
た
、
新
成
人
の
門
出
を
祝
う
「
宇

都
野
神
社
麒
麟
獅
子
舞
」
の
披
露
や

20
年
の
歩
み
を
振
り
返
る
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
、

ふ
れ
あ
い

交
流
会
と

し
て
実
行

委
員
が
準

備
し
た
ビ

ン
ゴ
大
会

が
行
わ
れ

ま
し
た
。

▼
問
合
せ

　

生
涯
教
育
課　

℡
82
‐
５
６
２
９

盛り上がったビンゴ大会
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新
成
人
の
抱
負

成
人
式
に
あ
た
り
、
抱
負
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

宇
野
佳か

奈な

子こ

さ
ん
（
二
日
市
）

　

こ
れ
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
相
手

の
気
持
ち
を
考
え
寄
り
添
え
る
、
ス
テ

キ
な
女
性
に
近
づ
け
る
よ
う
に
頑
張
り

ま
す
。
自
分
の
選
ん
だ
道
に
誇
り
を
持

ち
、
た
く
さ
ん
の
人
の
支
え
に
な
れ
る

よ
う
、
努
力
し
続
け
ま
す
。

濟
木
竜り
ょ
うさ

ん
（
竹
田
）

　

今
年
で
二
十
歳
に
な
る
の
で
、
こ
れ

か
ら
は
社
会
人
と
し
て
、
自
分
の
言
動

に
責
任
を
持
っ
て
行
動
で
き
る
大
人
に

成
り
た
い
で
す
。

安
本
春は

る

菜な

さ
ん
（
静
岡
市
）

　

私
が
無
事
に
成
人
式
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
、
家
族
や
周
り
の
方
々

の
お
か
げ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
日
々
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

松
本
純じ

ゅ
ん

汰た

さ
ん
（
京
都
市
）

　

こ
の
新
温
泉
町
で
育
ち
、
気
が
つ
け

ば
二
十
歳
と
な
り
ま
し
た
。「
結
果
に

結
び
つ
く
行
動
を
」
を
座
右
の
銘
と
し

て
生
き
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も

こ
れ
を
胸
に
日
々
精
進
し
て
い
き
ま

す
。

大
垣
純さ
ら

穂ほ

さ
ん
（
浜
坂
）

　

二
十
歳
に
な
り
、
無
事
に
成
人
式
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
日
ま

で
当
た
り
前
の
よ
う
に
生
活
し
て
き
ま

し
た
が
、
そ
れ
も
全
部
周
り
に
家
族
や

仲
間
が
い
て
く
れ
た
お
か
げ
な
の
で
、

こ
れ
か
ら
は
私
が
誰
か
の
支
え
と
な
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

奥
田
玲れ

奈な

さ
ん
（
熊
谷
）

　

成
人
に
な
り
大
人
の
仲
間
入
り
を
し

ま
し
た
。
今
で
も
そ
ん
な
に
実
感
は
な

い
で
す
が
、
大
人
の
仲
間
入
り
を
す
る

の
で
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
仕
事
が
で
き

田
村
拓た

く

海み

さ
ん
（
居
組
）

　

二
十
歳
に
な
り
、
い
ろ
い
ろ
な
責
任

を
負
う
こ
と
に
な
っ
て
き
た
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
通
り
じ
ゃ
な
く
、
し
っ

か
り
自
覚
を
持
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

薮
原
仁じ
ん

さ
ん
（
竹
田
）

　

成
人
に
な
り
い
よ
い
よ
大
人
の
仲
間

入
り
で
す
。
今
日
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
迷

惑
を
か
け
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

は
大
人
と
し
て
迷
惑
か
け
ず
に
人
の
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で

す
。
家
族
に
も
こ
こ
ま
で
育
て
て
も
ら

い
感
謝
し
て
い
ま
す
。

倉
田
実み

穂ほ

さ
ん
（
浜
坂
）

　

多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
一
日
一

日
を
大
切
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
で

す
。
大
人
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を
も

ち
、何
事
に
も
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
、

人
と
し
て
少
し
ず
つ
成
長
し
て
い
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。

牧
谷
朋と
も

紀き

さ
ん
（
諸
寄
）

　

成
人
式
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
多
く

の
人
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ

原
菜な

都つ

子こ

さ
ん
（
竹
田
）

　

こ
れ
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
多
く

の
方
々
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま

だ
未
熟
で
す
が
、
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
経

験
を
積
ん
で
成
長
し
、
人
の
役
に
立
て

る
人
間
に
な
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
笑
顔
で
自
分
ら
し
く
、
前
を

向
い
て
歩
ん
で
い
き
ま
す
。

谷
村
悠ゆ
う

悟ご

さ
ん
（
浜
坂
）

　

無
事
に
成
人
式
を
迎
え
て
、
今
ま
で

支
え
て
く
れ
た
方
々
や
育
て
て
頂
い
た

こ
の
町
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
は
、
新
温
泉
町
を
も
っ
と
活
力
の
あ

戸
田
敬た

か

郁ふ
み

さ
ん
（
浜
坂
）

　

成
人
式
を
迎
え
、
今
ま
で
お
世
話
に

な
っ
た
家
族
、
友
人
、
地
域
の
方
々
に

感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
大
人
と
し
て
の
責

任
と
自
覚
を
持
ち
、
お
世
話
に
な
っ
た

方
々
に
恩
返
し
で
き
る
よ
う
努
力
し
て

い
き
ま
す
。

ず
、
成
人
に
な
り
あ
る
程
度
の
自
由
を

手
に
す
る
反
面
、
今
ま
で
あ
ま
り
感
じ

な
か
っ
た
責
任
も
か
か
っ
て
く
る
の

で
、
自
覚
あ
る
行
動
を
心
が
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
更
に
自
覚
を
持

ち
行
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。

ふ
れ
る
町
に
な
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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給
水
車
を
購
入
し
ま
し
た

　

町
で
は
、
災
害
時
や
水
道
の
事
故
等

に
よ
り
長
期
の
断
水
と
な
っ
た
場
合
に

備
え
、
給
水
車
を
購
入
。
１
月
27
日
に

納
車
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
給
水
車
は
２
０
０
０
ℓ
の
水
を

積
載
す
る
こ
と
が
で
き
、
一
度
に
約

６
６
０
人
分
（
最
低
必
要
水
量
3
ℓ
／

人
・
日
）
の
水
を
提
供
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
給
水
タ
ン
ク
に
は
電

動
の
加
圧
ポ
ン
プ
を
搭
載
し
て
い
て
、

避
難
所
の
受
水
槽
に
加
圧
し
て
補
給
す

る
こ
と
も
可
能
で
す
。一
般
の
給
水
は
、

脱
着
方
式
に
よ
り
給
水
車
の
左
、
右
、

後
の
３
方
向
か
ら
ポ
リ
容
器
や
給
水
袋

等
に
給
水
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
問
合
せ

　

上
下
水
道
課　

℡
82
‐
３
１
１
４

竹
下
景
子 

詩
の
朗
読
と
コ
ン
サ
ー
ト

　

１
月
29
日
、
夢
ホ
ー
ル
で
「
竹
下
景

子　

詩
の
朗
読
と
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
行

わ
れ
、約
４
０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

や
東
日
本
大
震
災
な
ど
災
害
の
教
訓
を

語
り
継
い
で
い
こ
う
と
毎
年
開
か
れ
て

い
る
も
の
で
、
兵
庫
県
内
で
は
2
年
ぶ

り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

竹
下
さ
ん
は
、
１
９
９
９
年
か
ら
参

加
さ
れ
て
い
ま
す
。開
催
に
あ
た
り「
毎

回
、
震
災
へ
の
思
い
を
新
た
に
す
る
。

今
回
、
作
品
の
中
に
未
来
を
担
う
若
者

の
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
感
じ
た
。
こ

の
事
業
を
継
続
し
、
震
災
の
教
訓
を
未

来
に
繋
ぐ
こ
と
が
大
切
」
と
語

り
ま
し
た
。

　

詩
の
朗
読
で
は
、
こ
の
イ
ベ

ン
ト
に
あ
わ
せ
て
募
集
し
た
詩

３
９
３
点
の
中
か
ら
入
賞
し
た

６
作
品
な
ど
11
作
品
を
竹
下
さ

ん
が
朗
読
。
伴
奏
で
バ
イ
オ
リ

ニ
ス
ト
の
金
関
環
さ
ん
と
ピ
ア

ニ
ス
ト
の
宮
川
真
由
美
さ
ん
が

花
を
添
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
東
北
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
と
し
て
、
東
北
大
学

准
教
授
の
柴
山
明
寛
さ
ん
が
、

▼
問
合
せ

　

町
民
課　

℡
82
‐
５
６
２
１

◇
実
行
委
員
長
賞

　
「
家
族
か
ら
学
ん
だ
防
災
」

　

日
浦
奨
太
さ
ん
（
浜
坂
西
小
6
年
）

◇
特
別
賞

　
「
地
震
に
負
け
な
い
」

　

小
川
七
瑞
さ
ん
（
浜
坂
北
小
6
年
）

　
「
道
」　

村
上
心
元
さ
ん
（
岩
手
県
陸

　

前
高
田
市
立
矢
作
小
6
年
）

◇
一
般
の
部　

佳
作

　
「
あ
れ
か
ら
二
十
一
年
」

　

中
西
美
也
子
さ
ん
（
豊
岡
市
）

東
北
の
現
状
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

▼
今
回
の
入
賞
作
品

◇
町
長
賞
「
生
き
て
い
く
」

　

浜
坂
中
学
校
1
年
生
合
作

◇
教
育
長
賞
「
悲
し
み
の
中
の
支
え
」

　

中
村
ニ
千
夏
さ
ん（
浜
坂
高
校
1
年
）

開演の前に表彰式を行いました

演奏する金関さんと宮川さん
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◆次に該当する方は豊岡税務署で申告相談をしてください。
　①青色申告または事業規模の大きな白色申告
　②株式譲渡、不動産の譲渡、住宅借入金等特別控除（初年度）、先物取引等に関する申告
　③贈与税、相続税、消費税等の国税に関する申告
　※作成済みの申告書は、町の申告相談会場でお預かりし、豊岡税務署へ引き継ぐことができます。

◆豊岡税務署の申告相談　豊岡市上陰字ウチダ 216 番地　℡（0796）22-2101（代表）
　2 月 16 日（木）～ 3 月 15 日（水）
　申告相談  午前 9 時～午後 5 時　受付  午前 8 時 30 分～午後 4 時（混雑状況により早期終了あり）

◆問合せ　豊岡税務署　個人課税部門　　℡（0796）22-2144・22-2145
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町政のうごきから

「第２次新温泉町総合計画」

を策定しました

　本町では、合併後の新たなまちづくりの方向性を示した第１次新温泉町総合計画の計画期間が平成 28
年度をもって終了することから、平成 29 年度からの新たなまちづくりの総合的指針となる第２次新温泉
町総合計画を策定しました。
　今回策定した総合計画では、これまでのまちづくりの理念を継承するとともに、平成 24 年 12 月に制
定した新温泉町町民憲章を尊重しながら、まちの将来像を定めました。

◆総合計画とは
　総合計画とは、市町村における「まちづくりの
最も基本となる計画」と言えるもので、その地域
における行財政運営の長期的な指針となる計画の
ことです。
　言い換えれば、本町の特性や課題、そして時代
の流れなどを的確に見極めながら、将来、新温泉
町をどのようなまちにしていくのか、また、その
ためには、だれが、どのような手法で取り組んで
いこうとするのか、ということを総合的・体系的
に取りまとめた計画書です。
◆計画策定の経過
　計画策定にあたっては、住民アンケート調査や
まちづくり提案募集などを行いながら、町議会や
総合計画審議会、住民の皆さまからの貴重なご意
見やご提案を十分に反映させ、複雑・多様化する
地域課題に適切に対応できる計画づくりに努めま
した。

　そして、昨年 11 月の総合計画審議会からの答
申、12 月の町議会での議決を受け、新たな総合
計画を策定しました。
◆将来像の考え方
　これからも住民一人ひとりが主役となり、「海・
山・温泉」などの自然環境を守り生かしながら、
笑顔と安らぎを感じられるまちであり続けるため
に、子どもからお年寄りまでの “ つながり ” や、
産業、地域、未来への “ つながり ” を深め、ひと・
まちがさらに調和のとれたまちになることを目指
します。
◆重点戦略
　平成 27 年 10 月に策定した新温泉町地方創生
総合戦略を新たな総合計画の重点的かつ戦略的に
取り組むべき重点戦略として位置づけ、「雇用・
産業の振興」「観光・交流の拡大」「子ども・子育
ての充実」、そして、それらの相乗効果によって「地
域の活性化」を図る取組を進めます。

※もっと詳しくお読みになりたい方は、新温泉
町 ホ ー ム ペ ー ジ http://www.town.shinonsen.
hyogo.jp/ の　『行政情報＞総合計画』をご覧く
ださい。

　　　　　　　　ＱＲコード⇒

▼問合せ　企画課　企画政策係　℡ 82-5624町長に答申する審議会の熊本鎮雄会長と仲山茂生副会長
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広報しんおんせん（2月号）

町政のうごきから

海・山・温泉　人が輝く　夢と温もりの郷

－ふるさとの未来へ“つなぐ”まちづくり－

まちの将来像

◆まちの将来像を実現するための 6 つの基本方針と 33 の施策

海
・
山
・
温
泉
　
人
が
輝
く
　
夢
と
温
も
り
の
郷
　
‐
ふ
る
さ
と
の
未
来
へ″
つ
な
ぐ
〟
ま
ち
づ
く
り
‐

基本方針１
豊かな資源を生かして産業を育てるまち
施策

（１）農林畜水産業の振興
（２）商工業の振興
（３）観光業の振興
（４）地域産業の振興
（５）起業・雇用対策の推進

基本方針５
自然と調和して心地よく暮らせるまち
施策

（１）自然環境の保全
（２）生活環境の充実
（３）循環型社会の形成
（４）高度情報化の推進
（５）安心な消費生活の推進
（６）温泉配湯の利活用

基本方針３
みんなで支えあう絆のあるまち
施策

（１）健康づくりの推進
（２）医療環境の充実
（３）地域福祉力の向上
（４）高齢者福祉の充実
（５）障がい者福祉の充実

基本方針２
ふるさとを愛する次世代を育て見守るまち
施策

（１）子育て支援の充実
（２）教育の充実
（３）青少年の健全育成
（４）生涯学習の推進
（５）スポーツの振興
（６）歴史・文化・芸術の振興

基本方針６
住民と行政が夢をふくらませるまち
施策

（１）参画と協働の推進
（２）人権・平和の尊重
（３）行財政改革の推進
（４）広域連携・交流の強化
（５）情報発信の強化

基本方針４
安全で住みやすい環境の整ったまち
施策

（１）消防・防災の推進
（２）道路網の整備
（３）交通・移動手段の充実
（４）交通安全・防犯対策の充実
（５）上下水道の整備
（６）市街地の整備



8広報しんおんせん（2月号）

H29（2017）.2.9

平
成
29
年
４
月
よ
り

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
が
始
ま
り
ま
す

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
、
自
ら
要
介
護
状
態
に
な
る
こ
と
を

予
防
す
る
た
め
、
介
護
保
険
制
度
に
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」（
以

下
、
総
合
事
業
）
が
創
設
さ
れ
ま
す
。

▼
問
合
せ　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

℡
82
‐
５
６
２
３

◆
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
手
続
き
の
一
部
を

簡
素
化

　

要
支
援
１
・
２
の
認
定
を
受
け
て
お

り
、
今
後
、
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
（
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
）
と
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
（
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
）
の
み
を
利
用
の
方
は
、

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
へ
の
回
答
で
要

支
援
認
定
を
受
け
な
く
と
も
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
で
き
る
方

　

総
合
事
業
の
介
護
予
防
・
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
方
は
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
で
す
。

▽
要
支
援
１
又
は
要
支
援
２
の
方 

▽
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
日
常
動
作

や
心
身
の
状
態
な
ど
に
関
す
る
25
項

目
の
質
問
で
、
国
が
定
め
た
も
の
）

の
結
果
に
よ
り
生
活
機
能
の
低
下
が

確
認
さ
れ
た
方（
総
合
事
業
対
象
者
）

◆
社
会
参
加
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
介

護
予
防
を
促
進
し
ま
す

　
「
心
身
機
能
」
だ
け
で
な
く
、「
社
会

参
加
」
の
視
点
を
介
護
予
防
に
取
り
入

れ
る
こ
と
で
、
高
齢
者
が
地
域
の
中
で

役
割
を
持
ち
な
が
ら
、
い
き
い
き
と
し

た
生
活
を
継
続
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま

す
。

◆
介
護
予
防
訪
問
介
護
と
介
護
予
防
通

所
介
護
が
総
合
事
業
に
移
行

　

要
支
援
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
う

ち
、
訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

ビ
ス
）、
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

が
総
合
事
業
の
介
護
予
防
・
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
に
移
行
し
ま
す
。
事
業
の
枠

組
み
は
変
わ
り
ま
す
が
、
サ
ー
ビ
ス
内

容
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。
訪
問
介
護
、

通
所
介
護
以
外
の
要
支
援
者
に
対
す
る

サ
ー
ビ
ス
（
福
祉
用
具
貸
与
な
ど
）
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
予
防
給
付
の
中
で
提

供
し
ま
す
。

※ 1　この図中「事業対象者」とは、介護予防・生活支援サービス事業の対象者を示す。

※ 2　一般介護予防事業は、要支援者及び要介護者も利用又は参加可能。

◆総合事業利用までの流れ

※ 1※ 1

※ 2



9 広報しんおんせん（2月号）

H29（2017）.2.9

よ
く
あ
る
質
問

Ｑ
こ
れ
か
ら
は
、
要
介
護
・
要
支
援
認

定
は
受
け
ら
れ
な
い
の
で
す
か
？

Ａ
総
合
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
の
み
を
利
用

す
る
場
合
は
、
認
定
を
受
け
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
認
定
は
、
今
ま

で
同
様
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ
総
合
事
業
を
利
用
す
る
に
は
ど
う
す

れ
ば
い
い
で
す
か
？

Ａ
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
健
康
福

祉
課
介
護
保
険
係
、
温
泉
総
合
支
所

地
域
振
興
課
住
民
係
の
い
ず
れ
か
へ

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
ヘ
ル
パ
ー
の
利
用
内
容
は
ど
う
な
り

ま
す
か
？

Ａ
内
容
は
変
り
ま
せ
ん
。
訪
問
型
サ
ー

ビ
ス
事
業
で
は
、
従
来
の
介
護
予
防

訪
問
介
護
と
同
等
の
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
身
体
介
護
が

不
要
で
、
簡
単
な
家
事
の
支
援
の
み

を
希
望
す
る
場
合
は
、
家
事
援
助
事

業
を
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

Ｑ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
内
容
は
ど
う

な
り
ま
す
か
？

Ａ
内
容
は
変
り
ま
せ
ん
。
通
所
型
サ
ー

ビ
ス
事
業
で
は
、
従
来
の
介
護
予
防

通
所
介
護
と
同
等
の
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
さ
れ
ま
す
。

平
成
29
年
４
月
よ
り
総
合
事
業
と
し
て
行
な
う
事
業
（
サ
ー
ビ
ス
）

◆介護予防・生活支援サービス事業

事業（サービス）名称 内　　　容

訪問型サービス事業
ホームヘルパーが自宅を訪問し、身体介護や生活援助を行います。

（現在の介護予防訪問介護と同等のサービス）

家事援助事業
家事援助従事者研修受講者が自宅を訪問し、簡単な家事の援助を行
います。

通所型サービス事業
デイサービス施設で、日常生活上の支援や、生活機能向上のための
支援を行います。（現在の介護予防通所介護と同等のサービス）

介護予防ケアマネジメント
事業

適切なサービスが提供されるよう、上記のサービスを利用するため
の計画書を作成します。

◆一般介護予防事業

事業（サービス）名称 内　　　容

介護予防普及啓発事業
・いきいき百歳体操の普及啓発及び開催支援など、地区で行なうい

きいき百歳体操を推進します。
・介護予防講座など介護予防に関連する事業を行ないます。

地域介護予防活動支援事業 主体となって介護予防活動を行う「介護予防サポーター」を養成し
ます。また、介護予防サポーターの活動を支援します。

【広告】
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公
立
浜
坂
病
院
で
の
1
ヶ
月
間
の
地

域
医
療
研
修
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
浜
坂
病
院
で
は
普
段
勤
務
し
て
い

る
大
阪
の
病
院
で
は
あ
ま
り
感
じ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
医
療
と
は
人
が
そ
こ
に
住
ん
で

い
る
限
り
そ
こ
に
必
要
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
し
て
、
そ
の
医
療
の
一
端
を
担
う
浜
坂
病
院
は
、
こ
の
地

域
に
住
ん
で
い
る
方
々
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の

で
あ
り
、
今
後
も
医
療
を
必
要
と
し
て
い
る
人
が
い
る
限
り

継
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
総
合
診
療
科
外
来
で
初
診
を
担
当
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
り
、
耳
鼻
咽
喉
科
や
整
形
外
科
の
外
来
に
つ
か
せ

て
い
た
だ
い
た
り
と
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
訪
問

診
療
や
訪
問
看
護
等
で
は
在
宅
で
医
療
を
必
要
と
さ
れ
て
い

る
方
の
診
療
を
行
っ
た
り
、
困
っ
て
い
る
こ
と
を
伺
っ
た
り

と
住
民
の
方
と
の
交
流
を
通
し
て
地
域
の
医
療
の
現
状
を
垣

間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
糖
尿
病
教
室
や
、
岸

田
地
区
で
の
巡
回
講
座
の
講
師
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
予

防
医
学
の
重
要
性
を
感
じ
、
地
域
の
方
と
病
院
が
直
接
対
話

で
き
る
機
会
を
定
期
的
に
作
る
こ
と
が
医
療
へ
の
ニ
ー
ズ
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機
会
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
医
師
と
し
て
の
人
生
に
必
要
な
こ
と
を
色
々

吸
収
す
る
こ
と
が
で
き
た
１
ヶ
月
間
で
あ
り
、
良
い
研
修
が

で
き
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

広報しんおんせん（2月号）

H29（2017）.2.9

公
立
浜
坂
病
院 

Ｘ
線
撮
影
室
で
使
用
す
る
画
像
シ
ス
テ
ム
を
更
新

～
公
立
浜
坂
病
院
で
学
ん
だ
こ
と
～
　

　

平
成
15
年
よ
り
使
用
し
て
い
ま
し
た
旧
画
像
シ

ス
テ
ム
（
Ｃ
Ｒ
シ
ス
テ
ム
）
は
修
理
部
品
確
保
が

困
難
と
な
り
、
昨
年
11
月
21
日
か
ら
新
し
い
画
像

シ
ス
テ
ム
（
Ｆ
Ｐ
Ｄ
シ
ス
テ
ム
）
に
更
新
し
、
診

断
用
医
用
画
像
を
安
定
し
て
提
供
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

今
回
導
入
さ
れ
た
画
像
シ
ス
テ
ム
は
、
多
く
の

病
院
が
導
入
や
導
入
を
検
討
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム

で
す
。
加
え
て
、
シ
ス
テ
ム
導
入
時
に
臥
位
撮
影

台
に
緩
衝
マ
ッ
ト
の
設
置
や
Ｆ
Ｐ
Ｄ
保
持
ス
タ
ン

ド
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
受
診
者
に
と
っ
て
よ
り

安
全
で
や
さ
し
い
撮
影
室
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
医
療
機
器
更
新
時
に
は
医
療
サ
ー
ビ
ス

向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　

大
阪
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー 

初
期
研
修
医

　
　
　
　
　

安
部
倫
太
郎
さ
ん
（
12
月
に
研
修
実
施
）

◆
新
し
い
画
像
シ
ス
テ
ム
の
特
徴

▽
被
ば
く
線
量
軽
減

　

Ｆ
Ｐ
Ｄ
シ
ス
テ
ム
で
は
従
来
の
Ｃ
Ｒ
シ
ス
テ
ム

に
比
べ
約
半
分
の
Ｘ
線
量
で
同
等
以
上
の
画
像
が

得
ら
れ
ま
す
。
そ
の
結
果
、
Ｘ
線
撮
影
で
の
被
ば

く
線
量
が
軽
減
で
き
ま
す
。

▽
業
務
の
迅
速
化

　

Ｃ
Ｒ
シ
ス
テ
ム
は
画
像
表
示
に
１
分
以
上
か
か

り
ま
し
た
が
、
Ｆ
Ｐ
Ｄ
シ
ス
テ
ム
は
数
秒
で
画
像

確
認
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
Ｆ
Ｐ
Ｄ
は
入
れ
替
え

作
業
の
必
要
が
な
い
た
め
、
受
診
者
に
負
担
を
与

え
ず
に
、
検
査
時
間
が
短
縮
で
き
ま
す
。

▽
医
療
安
全
推
進
（
患
者
間
違
い
防
止
）

　

患
者
リ
ス
ト
バ
ン
ド
の
読
み
取
り
で
撮
影
メ

ニ
ュ
ー
を
自
動
展
開
で
き
ま
す
。
こ
の
操
作
は
認

証
の
役
割
と
な
り
、
本
人
確
認
が
困
難
な
入
院
患

者
の
場
合
で
も
患
者
間
違
い
を
防
止
で
き
、
医
療

安
全
を
推
進
で
き
ま
す
。

▽
緊
急
時
や
災
害
時
の
撮
影
が
可
能

　

低
電
力
仕
様
に
な
っ
て
い
る
た
め
家
庭
用
電
源

が
あ
れ
ば
運
用
が
可
能
で
す
。
災
害
時
に
お
い
て

も
病
棟
用
Ｘ
線
撮
影
装
置
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
撮
影
が
出
来
ま
す
。
緊
急
や
災
害
に
お
い
て
、

と
て
も
高
い
有
用
性
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ

　

公
立
浜
坂
病
院

　

℡
82
‐
１
６
１
１
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広報しんおんせん（2月号）

H29（2017）.2.9

― 

農
業
委
員
会
情
報
№

118 

―

農
業
委
員
会
の
新
体
制
が
決
ま
り
ま
し
た

　

農
業
委
員
会
制
度
が
今
年
10
月
か
ら
変
わ
る
こ
と
は
以
前
に
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
が
、
昨
年
12
月
の
町
議
会
及
び
今
年
1
月
の
農
業
委
員
会
に
お
い
て
決
定
し
た

新
体
制
に
向
け
て
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

農
業
委
員
選
出
方
法
の

変
更
と
定
数
の
減

◆
選
出
方
法

　

選
挙
制　

→

　

町
長
の
任
命
制
（
議
会
同
意
要
）

◆
定
数　

22
人　

→　

11
人

◆
構
成

▽
過
半
を
認
定
農
業
者
（
議
会
の
同
意

を
得
れ
ば
準
認
定
農
業
者
も
含
め
て

１
／
４
ま
で
可
）

▽
利
害
関
係
を
有
し
な
い
者
を
１
人
以

上
▽
年
齢
性
別
に
偏
り
が
な
い
よ
う
に
配

慮
（
青
年
・
女
性
登
用
促
進
）

◆
報
酬

▽
会
長　

月
額
１
９
０
０
０
円　

→

　

月
額
２
３
０
０
０
円

▽
委
員　

月
額
１
６
０
０
０
円　

→

　

月
額
１
８
０
０
０
円

農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
の
新
設

◆
選
出
方
法　

農
業
委
員
会
が
委
嘱

◆
定
数

　

7
人
（
担
当
地
区
は
次
の
と
お
り
）

◆
身
分

　

農
業
委
員
と
同
じ
く
非
常
勤
特
別
職

◆
報
酬　

月
額
１
８
０
０
０
円

◆
選
出
方
法

　

農
業
委
員
、
推
進
委
員
と
も
推
薦
・

公
募
、
結
果
公
表
、
選
考
委
員
会
を

経
て
選
出
。
農
業
委
員
は
議
会
の
同

意
後
、
町
長
が
任
命
。
推
進
委
員
は

農
業
委
員
会
が
委
嘱
。

◆
業
務
分
担

　

農
業
委
員
は
会
議
主
体
（
毎
月
の
定

例
会
で
許
認
可
案
件
審
議
等
）。
推

進
委
員
は
現
場
主
体
（
農
地
集
積
・

遊
休
農
地
対
策
等
）。

平
成
29
年
度
の
予
定

◆
4
月　

推
薦
、
公
募
準
備

▽
広
報
等
で
周
知

▽
区
長
会
、
各
農
業
関
係
団
体
等
へ
依

　

頼
◆
6
月　

推
薦
、
公
募

◆
8
月　

選
考
委
員
会

◆
9
月

▽
農
業
委
員
選
任
案
議
会
上
程

▽
推
進
委
員
選
任
案
農
業
委
員
会
提
出

◆
10
月　

改
選　

▼
問
合
せ

　

農
業
委
員
会　

℡
82
‐
５
６
２
６

区域名 地区名（行政区順） 定数
浜坂 浜坂～三尾 １人

大庭１ 二日市～用土 １人

大庭２ 対田～久斗山 １人

西浜 諸寄～居組 １人

温泉 春来～桧尾 １人

照来 切畑～飯野 １人

八田 千原～霧滝 １人

農業委員、農地利用最適化推進委員の選任イメージ

地域の農業者や農業団体等

推薦・公募

委嘱 任命
同意

町　長

町議会

農業委員

農業委員会

農地利用最適化
推進委員

推進委員

事務局

農業委員
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適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い
空
き
家

の
増
加
が
住
民
生
活
に
深
刻
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
住
民

の
生
命
・
身
体
・
財
産
を
保
護
し
、
生

活
環
境
を
保
全
す
る
と
と
も
に
空
き
家

の
活
用
を
促
進
す
る
た
め
、
新
温
泉
町

空
家
等
対
策
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
新
温
泉
町
空
家
等
対
策

計
画
（
案
）
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
の

で
、
そ
の
内
容
を
公
表
し
、
町
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

▼
案
件
名

　

新
温
泉
町
空
家
等
対
策
計
画
（
案
）

▼
策
定
の
目
的　

本
町
に
お
け
る
空
家

等
対
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
実

施
す
る
た
め
、
空
家
等
に
関
す
る
対

策
に
つ
い
て
の
基
本
理
念
、
基
本
方

針
、
現
状
と
課
題
、
目
標
、
実
施
対

策
及
び
推
進
体
制
等
を
定
め
る
こ
と

に
よ
り
、
町
民
の
生
活
環
境
の
保
全

並
び
に
防
犯
・
防
災
に
資
す
る
と
と

も
に
、
空
家
等
の
活
用
を
促
進
し
、

町
全
体
の
活
力
を
維
持
・
向
上
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

▼
意
見
の
募
集
期
限

　

2
月
28
日
（
火
）
必
着

▼
提
出
方
法　

建
設
課
又
は
総
合
支
所

地
域
振
興
課
へ
の
持
参
、
郵
便
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
に
よ
り
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。（
様
式
は
自
由
で
す

が
、
住
所
、
氏
名
を
明
記
の
う
え
、

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
電

話
、
匿
名
で
の
提
出
は
受
け
付
け
ま

せ
ん
。）

▼
公
表
資
料
の
閲
覧
方
法

◇
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
tow

n.shinonsen.hyogo.jp/

）

　

行
政
情
報
↓
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
↓
「
新
温
泉
町
空
家
等
対
策
計
画

（
案
）」
に
つ
い
て
の
意
見
募
集

◇
閲
覧
場
所

　

建
設
課
・
総
合
支
所
地
域
振
興
課

▼
意
見
に
対
す
る
考
え
方
の
公
表

　

提
出
い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
対
す
る

町
の
考
え
方
を
、3
月
上
旬
（
予
定
）

に
公
表
し
ま
す
。
な
お
、
ご
意
見
を

い
た
だ
い
た
方
へ
の
個
別
の
回
答
は

行
い
ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ　

建
設
課　

地
域
整
備
係

　

℡
82
‐
３
１
１
５

　

Fax 

82
‐
２
９
７
０

　

電
子
メ
ー
ル

　

kensetu@
tow

n.shinonsen.lg.jp

「
新
温
泉
町
空
家
等
対
策
計
画
（
案
）」
に
つ
い
て
の
意
見
募
集

平
成
29
年
度

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

利
用
者
募
集

　

保
護
者
が
仕
事
な
ど
で
昼
間
家
に
い

な
い
小
学
生
を
対
象
に
、
放
課
後
に
遊

び
や
生
活
の
場
を
提
供
し
、
健
全
な
育

成
を
図
る
た

め
に
開
設
し

て
い
る
「
放

課
後
児
童
ク

ラ
ブ
」
の
平

成
29
年
度
利

用
者
を
募
集

し
ま
す
。

▼
開
設
場
所

◇
は
ま
さ
か
北
児
童
ク
ラ
ブ
（
浜
坂
北

小
学
校
味
道
館
）

◇
お
ん
せ
ん
児
童
ク
ラ
ブ
（
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
～
に
）

▼
開
始
日

　

４
月
１
日
（
土
）
午
前
８
時
～

▼
開
設
時
間

◇
月
～
金
曜
日　

小
学
校
終
業
時
刻
～

午
後
６
時

◇
土
曜
日
、
小
学
校
休
業
日
（
春
、
夏
、

冬
）　

午
前
８
時
～
午
後
6
時

※
午
後
７
時
ま
で
延
長
可
（
要
事
前
申

込
み
）

▼
対
象　

小
学
校
の
児
童

▼
定
員

　

１
か
所
に
つ
き
、
お
お
む
ね
30
人

▼
利
用
料
金

　

半
日
２
５
０
円
、
１
日
５
０
０
円

◇
月
ご
と
の
負
担
限
度
額

▪
４
月
、
７
月
、
12
月
、
１
月
、
３
月

　

…
月
額
７
０
０
０
円　

▪
５
月
、
６
月
、
９
月
、
10
月
、
11
月
、

　

２
月
…
月
額
６
０
０
０
円　

▪
８
月
…
月
額
１
０
０
０
０
円　

◇
利
用
料
金
の
減
免

▪
生
活
保
護
法
に
規
定
す
る
要
保
護
者

　

…
全
額
免
除

▪
生
活
保
護
法
に
規
定
す
る
要
保
護
者

に
準
ず
る
世
帯
…
半
額
免
除

▼
そ
の
他
費
用

　

保
険
料　

1
人
月
額
１
６
０
円

　

お
や
つ
代　

１
回
30
円

　

延
長
料
金　

１
回
２
５
０
円

▼
そ
の
他　

送
迎
は
、
保
護
者
の
責
任

で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
み　

随
時

※
４
月
１
日
（
土
）
か
ら
利
用
す
る
場

合
は
、
２
月
24
日
（
金
）
ま
で
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
先　

こ
ど
も
教
育
課
ま
た
は
各

児
童
ク
ラ
ブ

▼
問
合
せ　

こ
ど
も
教
育
課

　

℡
82
‐
５
６
２
７
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　早春の山肌に咲き始める淡紅色のイワナシ（岩
梨）は、ツツジ科イワナシ属です。同属は世界に
二種類だけで、一種は北米東部のアメリカイワナ
シ、もう一種は日本に自生するイワナシです。最
近読んだコラムに、「赤毛のアン」に登場するサ
ンザシの花が、アメリカイワナシであるという説
が載っていました。理由はカナダにサンザシは無
く、茎は地を這い、実は食べられ、極小木である
のはアメリカイワナシの他にないということか
ら。作者はこの花に深い思いを寄せ、サンザシ（イ
ワナシ）を知らない人は可哀そうと、アンに言わ
せています。また、別の記述ではイギリスからア
メリカに移民してきた人が、翌年の早春に咲いて
いるイワナシを見て、移民船の名前「メリーフラ
ワー」を命名したと記されています。世界各地で
様々な名前で呼ばれるイワナシですが、それだけ
人の心を捉える花ということでしょうか。
　茎や葉には赤褐色の粗い毛があり、岩上や乾い
た林縁などを這い、茎長は 10 ～ 25㎝、葉は堅
い皮質で長さ 4 ～ 7㎝、幅 2 ～ 3㎝の長卵形で先
は尖り、茎に互生しています。花は３月頃、淡紅
色で釣鐘状の花をつけ、花冠は 10㎜、先は濃紅
色で５裂、がくも５裂しています。実は扁平な球
状で、初夏の頃、甘酸っぱい液果に熟しますが、
名前はその味や食感が梨に似ていることから。
　北海道や日本海側に自生する日本固有種のイワ
ナシ。日本の地を選んでくれた可愛い花を思えば

「大切に護っていかなければ」と思います。
　　　　　　　　　文・写真　中澤　博子さん

イワナシ
（ツツジ科）

 野草散歩（74)

国民年金からのお知らせ

－問合せ－
日本年金機構豊岡年金事務所　℡（0796）22-0945

「現金・クレジットカード納付による
２年前納」が始まります！

　平成 29 年 4 月より、口座振替に加えて現金・ク
レジットカード納付についても、割引額のより大き
な２年前納がご利用いただけるようになります。

◆現金（納付書）による前納
▽任意の月から翌年度末までの前納が可能になりま

す。
▽最大で４月分から翌々年３月分までの２年分の前

納が可能になります。
◆クレジットカードによる前納
▽新たに２年前前納が可能になります。
▽現在の口座振替による２年前納と同じく、４月分

から翌々年３月までの保険料を４月末に納付いた
だきます。

　現金・クレジットカードによる２年前納の申出の
受付開始は、平成 29 年 1 月 20 日から行っており
ます。また、２年前納のお申込み期限は、毎年２月
末日です。
　ただし、有効期限を迎えるクレジットカードの場
合、更新時に改めて手続きが必要な場合があります
のでご注意ください。
　クレジットカードをご希望の方またはクレジット
カードの有効期限を迎える方は、最寄りの年金事務
所へお問い合わせください。
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加藤文太郎
記念図書館

「2月のおすすめの本」
ご案内

新怖い絵
中野京子著/角川書店

　名画の新しい楽しみ方として、作品の
はらむ「怖さ」を読み解いていく解説書。
描かれた時代の社会的背景、依頼者の思
惑、画家の生涯、美術史、神話など興味
深い内容で、読めば絵画鑑賞がより味わ
い深いものになります。

老乱
久坂部羊著/朝日新聞出版

　介護する嫁と介護される義父。二人は
お互いのためにと努力するほど気持ちは
すれ違い、関係はどんどん悪い方向へ…。
親と子の幸せとはどのようなものなの
か？一つの答えを教えてくれます。現代
社会が抱える介護問題を題材にした小説。

つららのぼうや
青木新門原作・西舘好子  渡辺あきお作 / 新日本出版

　寒い朝に生まれたつららのぼうやは、
何もかもがめずらしくていろんな生き物
に話しかけます。あたたかくなって屋根
の雪が落ちたら自分も死ぬのだと聞いて
ぼうやは大声で泣き出しましたが…あた
たかい気持ちになる絵本。

靴のお手入れ　新常識
安富好雄監修 /NHK 出版

　新常識「革靴は水で洗う」を中心に、
スエード、ヌバック、合皮、スニーカー
のお手入れから、カビ対策、キズの修復
など、お気に入りの靴を長くはくための
コツが満載の“お手入れ決定版”。カビが
はえて諦めていた靴も元通り、ピカピカ
になります。

野村萬斎と狂言を観よう
小野幸恵著・野村萬斎監修 / 岩崎書店

　狂言師・野村萬斎が狂言の歴史、面や
装束、型、舞台、演目を子供向けにわか
りやすく解説した伝統芸能入門書。実際
に狂言の型を使って遊べる簡単なワーク
ショップや、彼の厳しい稽古のエピソー
ドも掲載され、いろいろな面から伝統芸
能の世界をのぞくことができます。

 

TEL（0796）82-5251

広報しんおんせん（2月号） 14

おはなし会　　　　　　　    
　絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単
な折り紙などをします。
　お子さんと一緒に参加しませんか。
◆2月25日（土）　午後2時～
　『でてくるでてくる』 他
◆3月11日（土）　午後2時～
　『さよなら　しょうがっこう』 他

子どもシネマの会　　　　    
◆3月11日（土）　午後3時30分～
　宮西達也劇場
　『おまえうまそうだな②』（24分）

休館日のお知らせ 　　　　  

【開館時間】
月～金曜日　午前 10 時～午後 6 時
土・日曜日　午前 10 時～午後 5 時

＊リクエストや予約したい本があり
ましたら気軽にお問い合わせくだ
さい。

3 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

は休館日

2 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28
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八
郎
潟
は
面
積

２
２
０
㎢
（
日
本
第

２
位
）
で
し
た
が
、

昭
和
32
年
か
ら
始

ま
っ
た
大
型
干
拓
事

業
に
よ
り
昭
和
39
年

に
は
大
水
田
地
帯
に

変
貌
し
、
こ
の
年
に
大
潟
村
が
発
足
し

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
干
拓
地
特
有
の
排

水
問
題
や
軟
弱
地
層
の
た
め
の
地
震
対

策
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ジ
オ
パ
ー
ク
は
「
大
地
と
人
の

物
語
」
を

テ
ー
マ
と

し
た
特
徴

あ
る
ジ
オ

パ
ー
ク
と

い
え
ま

す
。

▼
問
合
せ

　

平
成
29
年
度
の
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
全

国
大
会
は
、10
月
25
日
か
ら
男
鹿
半
島
・

大
潟
ジ
オ
パ
ー
ク
（
秋
田
県
）
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
ジ
オ
パ
ー
ク
の
特
徴
は
、
男
鹿

半
島
と
日
本
最
大
の
干
拓
地「
八
郎
潟
」

を
範
囲
と
し
て
い
ま
す
。
男
鹿
半
島
は

6
～
８
万
年
前
の

マ
ー
ル
（
爆
裂
火

口
）
の
一
ノ
目
潟

の
ほ
か
、二
ノ
目
・

三
ノ
目
潟
な
ど
が

あ
り
男
鹿
目
潟
火

山
群
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
ノ
目
潟
は

直
径
６
０
０
ｍ
、
水
深
約
45
ｍ
の
淡
水

湖
で
、
男
鹿
市
の
水
源
に
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
こ
は「
男
鹿
の
ナ
マ
ハ
ゲ
」

で
知
ら
れ
る
歴
史
や
文
化
、
自
然
・
動

植
物
な
ど
が
豊
な
地
域
で
す
。

男
鹿
半
島
・
大
潟
ジ
オ

パ
ー
ク

　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館

　

℡　

82
‐
５
２
２
２

ジオサイトに行こう
　 シリーズ 81

　

平
成
28
年
9
月
現
在
、
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
は
33
ヶ
国
・
１
２
０
ヶ
所
、

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
は
43
ヶ
所
と
な
り

ま
し
た
。
各
地
の
ジ
オ
パ
ー
ク
に
つ

い
て
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館
の

谷
本
勇
館
長
が
紹
介
し
ま
す
。

▲一ノ目潟

▲男鹿 ･ 大潟図 ▲八郎潟の水門

　
【
新
温
泉
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
】

　
　

▽
相
談
受
付　

月
～
金
曜
日

　
　
　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　

▽
温
泉
総
合
支
所
内

　
　
　

℡　

92
‐
２
０
７
０
（
直
通
）

約
金
な
し
で
解
約
で
き
る
制
度
で
す
。

た
だ
し
、
解
約
ま
で
に
受
け
た
サ
ー
ビ

ス
利
用
料
や
実
施
済
み
の
工
事
費
な
ど

は
請
求
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　

契
約
の
事
業
者
を
し
っ
か
り
確
認

し
、「
安
く
な
る
」
と
勧
誘
さ
れ
て
も
、

他
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
セ
ッ
ト
契
約
で
高

額
に
な
る
こ
と
や
、
解
約
時
に
違
約
金

が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
以
前
の
契
約
に
戻
す
場
合
は

電
話
番
号
が
変
更
に
な
っ
た
り
、
工
事

費
が
必
要
な
り
ま
す
。　
　

　

契
約
の
際
に
は
、
事
業
者
名
と
商
品

内
容
を
確
認
し
、
契
約
書
面
に
は
必
ず

目
を
通
し
ま
し
ょ
う
。

　

お
か
し
い
な
、
困
っ
た
な
、
と
思
っ

た
ら
、
早
め
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

情
報
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◆
Ｃ
さ
ん
（
50
歳
男
性
）

　

5
日
前
に

「
光
回
線
の

利
用
料
が
安

く
な
る
」
と

電
話
が
あ
っ

た
。
大
手
電

話
会
社
の
新

サ
ー
ビ
ス
の
案
内
だ
と
思
い
光
回
線
と

プ
ロ
バ
イ
ダ
の
契
約
を
了
承
し
た
。
し

か
し
、
昨
日
届
い
た
契
約
確
認
書
類
を

見
る
と
大
手
電
話
会
社
で
は
な
か
っ

た
。信
用
で
き
な
い
の
で
解
約
し
た
い
。

■
初
期
契
約
解
約
制
度
が
あ
り
ま
す

　

大
手
電
話
会
社
の
光
回
線
サ
ー
ビ
ス

卸
売
開
始
に
伴
い
、
多
く
の
業
者
が
プ

ロ
バ
イ
ダ
な
ど
と
の
セ
ッ
ト
で
光
回
線

を
売
り
出
し
て
い
ま
す
。
価
格
や
利
用

に
於
い
て
選
択
肢
が
増
え
る
一
方
で
、

契
約
内
容
が
複
雑
に
な
り
、
事
例
の
よ

う
な
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。そ
こ
で
、「
初
期
契
約
解
除
制
度
」

が
昨
年
5
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
契

約
書
面
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
８
日
以

内
に
事
業
者
へ
書
面
で
通
知
す
る
と
違

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
光
回
線
サ
ー
ビ
ス
」
の
契
約
は
慎
重
に
!!



16広報しんおんせん（2月号）

H29（2017）.2.9

まちの求人案内
―情報提供元―　ハローワーク香住　℡（0796）36-0137

　（パート）

平成 29 年 1 月 20 日現在

サンシーホール浜坂では、ハローワークから定期
的に求人情報が届き、閲覧ができます。
▼開館時間　午前 8 時 30 分～午後 8 時
※土・日・祝日は休館
▼問合せ　サンシーホール浜坂　℡ 82-1735

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（浜坂地域）

浜坂七釜温泉病院 看護師 20 以上 200 ～ 220
准看護師 20 以上 200 ～ 210

㈱マル海渡辺水産 営業・販売業務 64 以下 200 ～ 350

㈱マルワ渡辺水産 旅館の営業 不問 250 ～ 350
一般事務 不問 173 ～ 210

㈱メフォス 栄養士 59 以下 200 ～ 220
給食調理 59 以下 141 ～ 146

㈱田中工業所 配管工 18 以上 180 ～ 250
土木技術者 18 以上 180 ～ 250

㈱ふたかた 鉄筋工 18 以上 176 ～ 230
㈲ラッキー美容院 美容技術 不問 150 ～ 250
㈲福田建機 建設機械整備 35 以下 155 ～ 205
㈱ハマサカ建設コンサルタント 測量士 59 以下 158 ～ 270
㈱エコール鳥取 塾講師 不問 180 ～ 250
㈱リフティングブレーン 食品製造 不問 154 ～ 172
日本精機宝石工業㈱ 生産作業 40 以下 136 ～ 144

フジッコ㈱ 一般事務 18 以上 151 ～ 168
製造職 18 以上 151 ～ 168

㈲山本工務店 型枠大工（見習い可） 不問 162 ～ 324
岩本興業 土木作業員 40 以下 172 ～ 280
但馬ダイエー警備保障㈲ 警備員 18 以上 134 ～ 164
特別養護老人ホーム はまさかの里 看護師 不問 194 ～ 224

たじま農協
訪問介護員 不問 131 ～ 137
看護師 不問 226 ～ 230
調理業務 不問 150

日研トータルソーシング㈱ 包装・出荷 不問 164
㈲アートライフ  タニタ 販売・配送 18 以上 170 ～ 250
やすこ歯科医院 歯科衛生士 18 以上 190
明星保育園 保育教諭 35 以下 184
㈱大上建設 土木施工管理技士 59 以下 220 ～ 270

（温泉地域）

㈱井筒屋
客室スタッフ 60 以下 209 ～ 259
販売接客スタッフ 不問 142 ～ 151
フロント・会計事務 60 以下 147 ～ 188

全但バス㈱ バス運転手 18～ 59 183 ～ 184
総合事務職 18～ 59 156 ～ 185

特別養護老人ホームやすらぎの里
介護職 18 以上 185 ～ 244
相談員 不問 188 ～ 248
ケアマネージャー 不問 195 ～ 256

特別養護老人ホームゆむら 看護師 不問 194 ～ 264
介護員 18 以上 161 ～ 180

㈱西沢製作所 配送運転手 18 以上 146 ～ 155
溶接工 18 以上 141 ～ 172

㈲清美社 下水道維持管理他 45 以下 155 ～ 220
㈱みさき 営業 30 以下 206 ～ 235

湯快リゾート㈱ ホテル運営 59 以下 200 ～ 300
調理 59 以下 230 ～ 300

㈱いなば 警備員 18 以上 151 ～ 259
森田歯科医院 歯科衛生士 不問 168 ～ 190

㈱マルワフーズ渡辺水産 食品製造 64 以下 146
営業 64 以下 169

ケービックス㈱ 現場業務リーダー候補 不問 170 ～ 230

㈱赤坂土建 土木技術者 18 以上 200 ～ 300
一般事務 18 以上 145

㈱温泉町夢公社 施設管理 不問 145 ～ 160
美方郡広域シルバー人材センター 一般事務 不問 137
富士綜合警備保障㈱ 綜合警備 18 以上 150 ～ 175

ハートフル 理学療法士 不問 210 ～ 270
看護師・准看護師 不問 220 ～ 300

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（町内全域）
ヤクルト販売㈱ 宣伝・販売 不問 900 ～ 1,000
たじま農協 訪問介護員 不問 1,080 ～ 2,400

（浜坂地域）

㈱マルワ渡辺水産

店内係 不問 1,000
鮮魚係 不問 1,000 ～ 1,100
一般事務 不問 880
惣菜係 不問 850 ～ 900

ミネル㈱ 塾講師 不問 1,400 ～ 2,000

㈱マル海渡辺水産 販売 不問 820 ～ 1,200
フロアスタッフ 不問 820 ～ 1,200

㈱ナカケー 調理・加工・販売 不問 820 ～ 900
㈱さとうフレッシュフロンティア 食品売場 不問 819 ～ 900
㈱エコール鳥取 塾講師 不問 850 ～ 1,200
㈱第一食品 調理補助 不問 820

㈱隆栄水産 売店員 不問 900
フロアスタッフ 不問 900 ～ 1,100

㈱北兵庫 運転手 18 以上 819
㈱メフォス 調理補助他 59 以下 820 ～ 845
㈱コメリ 販売員 不問 819
ゴダイ㈱ 販売・陳列他 不問 820
浜坂温泉保養荘 フロント業務他 不問 850 ～ 900
にーず 介護職 不問 820 ～ 830

（温泉地域）

㈱井筒屋

食事会場スタッフ 不問 950
居酒屋スタッフ 18 以上 900 ～ 950
会計スタッフ 不問 850 ～ 900
販売接客スタッフ 不問 850
まかない係 不問 850
調理補助 不問 850
宴席準備・布団敷き 不問 850

㈱ナカケー 調理・加工・販売 不問 820

湯快リゾート㈱

フロント予約 不問 820 ～ 920
レストランスタッフ 不問 820 ～ 920
キッチンスタッフ 不問 820 ～ 920
洗い場スタッフ 不問 820 ～ 870
売店スタッフ 18 以上 820

特別養護老人ホームやすらぎの里 看護師・准看護師 不問 1,200 ～ 1,300
介護職 不問 930 ～ 970

ケービックス㈱ 現場業務リーダー候補 不問 900 ～ 1,000
ホテル内業務 不問 820

㈱マルワフーズ渡辺水産 食品製造 不問 850 ～ 900

㈱西沢製作所 溶接工 不問 819
補助作業 不問 850

ハートフル 看護師・准看護師 不問 1,300 ～ 1,500
森田歯科医院 歯科衛生士 不問 1,000 ～ 1,200

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
㈱警備ひゃく 交通警備 18 ～ 59 143
沢田医院 看護師 不問 180
アイケー電機㈱ 製造作業 不問 134

　（常　用） 　（常　用）
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　部落差別の解消に向けた『部落差別解消の推進に関する法律』が、昨年 12 月、第 192 回国会で成立
しました。
　この法律は、わずか６条で成り立っていますが、第１条で、「現在もなお部落差別が存在する」ことを
明確に認め、さらに「情報化の進展に伴って部落差別に関する状況の変化が生じている」と現状を述べて
います。そして、「すべての国民に基本的人権の享有を保障する日本国憲法の理念にのっとり、部落差別
は許されないものである」ことを明らかにし、「これを解消することが重要な課題」であり、「部落差別の
解消を推進し、もって部落差別のない社会を実現すること」をこの法律の目的としています。

しては「国との適切な役割分担を踏まえ、地域の実情に応じ、相談体制の充実と教育及び啓発を行うよう
努める」ことを求めています。
　そして、最後の第６条では、『部落差別の実態調査』を掲げ、「国は部落差別の解消に関する施策の実施
に資するため、地方公共団体の協力を得て、部落差別の実態に係る調査を行うものとする」と述べています。

H29（2017）.2.9

広報しんおんせん（2月号）

新温泉町文化会館だより
―問合せ―　新温泉町文化会館 ℡ 82-3328

『部落差別解消の推進に関する法律』って何？

　そのために、国は「部落差別の解消に関する施策を講
ずる」ものとし、「地方公共団体が講ずる部落差別の解
消に関する施策を推進するために必要な情報の提供、指
導及び助言」を行う「責務を有する」ことを明らかにし
ています。
　そして、地方公共団体は「国との連携を図りつつ、地
域の実情に応じた施策を講ずるよう努める」としていま
す。
　さらに、国は「部落差別に関する相談に的確に応ずる
ための体制の充実」を図り、「部落差別を解消するため
に必要な教育及び啓発を行う」とし、地方公共団体に対

　今から 146 年前に「解放令」が出され、今から 70
年前に日本国憲法が公布されました。日本国憲法の第
14 条には「すべて国民は、法の下に平等であって、人種、
信条、性別、社会的身分又は門地により、政治的、経済
的又は社会関係において差別されない」とあります。憲
法は「家柄や生まれによって差別されてはならない」と
述べています。しかしながら、部落差別はいまだ解消さ
れることはなく現在に至っています。
　私たちは、今こそ、お互いに知恵を出し合い、同和問
題をはじめとするあらゆる人権課題の解消に向けて積極
的に取り組んでいく必要があると考えています。

明星認定こども園　5 歳児　小谷悠仁さん

浜坂東小学校　2 年生　中村なつきさん
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　1 月 15 日、但馬牧場公園で「第 22 回雪上運動会」
を開催。京阪神や鳥取市などから 40 人が集まり、数日
間で降り積もった雪の上で熱戦を繰り広げました。
　種目は、「ボール拾い競争」「ストラックアウト」「ソ
リ引きレース」の 3 つ。各種目の上位者には賞品が贈
られるとあって、参加者は真剣そのものでした。
　大阪府堺市から 5 人で参加した家族からは「毎年、
スキーに来ているが、今年はこのイベントがあって更に
楽しめた」と良い思い出になったようです。

卓球で交流と親睦

白銀の広場で熱戦

　1 月 22 日、健康公園体育館で「第 11 回新温泉町子
ども会交流卓球大会」が開催され、町内の各小学校から
183 人の児童が参加し、団体戦と個人戦で熱戦を繰り
広げました。
　団体戦には、男子 14 チーム、女子 13 チームが参加。
保護者や先生、友だちが応援する中、1 チーム 5 人で試
合を行いました。優勝は、男子が「八田・奥八
田 H2O ボーイズ」（温泉小）、女子が「NISIHA
MA  SMILE」（浜坂西小）でした。

　22 年前の阪神・淡路大震災を教訓に防災について学
ぼうと、1 月に町内の小中学校や認定こども園で、防災
学習や避難訓練を行いました。
　浜坂東小学校では、全児童 55 人とその保護者、教職
員が参加して 16 日に実施。最初に、役場の防災担当職
員が、地震や洪水、火災などの災害を写真で説明し、防
災の大切さを学びました。続いての避難訓練では、地震
発生の放送で机の下に入り、避難の放送で体育館へ移動
する訓練を行いました。

いざという時のために

広報しんおんせん（2月号）

　町内の 4 つの認定こども園で、年末から年始にかけ
て「もちつき大会」を実施。ゆめっこ認定こども園では、
1 月 13 日、４・５歳児 63 人が参加して行いました。
　最近、家庭ではあまり使われなくなった「臼」と「杵」
ですが、毎年の恒例行事とあって、園児たちは、楽しそ
うに交代で杵を持って「もち」をついていました。
　この日使ったもち米は 16 升。出来上がった「丸もち」
や「かきもち」は、１～５園児 103 人が給食やおやつ
に食べます。　

じょうずにつけるかな？

H29（2017）.2.9
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H29（2017）.2.9

初めて見る雪に大はしゃぎ

　12 月 20 日、浜坂多目的集会施設で「認定こども園
交流会」が行われ、町内にある４つの認定こども園の 4
歳児 105 人と 5 歳児 99 人が参加しました。
　この事業は、新温泉町こども未来協議会が実施。講師
を務めた「あんだんて」（代表：西井昭子さん、香美町
村岡区）の 3 人が、歌や音楽遊びで園児たちを楽しい
気持ちにし、園児たちは、その雰囲気の中で、みんなで
歌を歌ったり、他園の園児と手をつないで体を動かした
りして交流を深めました。　

同い年が集まって交流

まちの話題すけっちしんおんせ
ん

すけっちしんおんせ
ん

広報しんおんせん（2月号）

　12 月 15 日～ 18 日、南太平洋大学（フィジー）学生
のシニラ・サンニョグさん（フィジー出身、写真右）と
フィフィン・タリさん（バヌアツ出身、写真左）の 2
人が「雪国ホームステイ」で来町しました。
　初日は、荒湯で温泉玉子づくりを体験した後、但馬牧
場公園を訪問。2 人は、前夜の雪で白くなった芝生広場
で雪だるまを作成。初めて見る雪に大興奮でした。
　2 日目以降も、浜坂高校での生徒との交流やホームス
テイ先での生活体験など充実した時間を過ごしました。

読み手の声に集中して
　小中学生に、古歌に関心を持ってもらおうと、小倉百
人一首を使って毎年夢ホールで行っている「新温泉町青
少年新春かるた大会」を 1 月 7 日に開催しました。
　種目は、2 人 1 組で対戦する「源平」と個人で対戦す
る「チラシ」。今年の参加者は、小学校 4 年生以下がチ
ラシの部に 18 人、小学校 5・6 年生が源平の部に 7 組
14 人、中学生がチラシの部に 5 人と源平の部
に 3 組 6 人の合計 43 人。学校や自宅で取り組
んできた成果を発揮していました。

　坂本かねさん（飯野）が百歳を迎えられ、岡本町長、
町社会福祉協議会やすこやかクラブの代表者がご自宅を
訪問し、祝品を渡して祝福しました。
　坂本さんは、若いころから農業に従事し、今でも庭や
畑の草取りをしています。また、これまで入院したこと
がないほど健康で、現在も眼鏡をかけずに新聞を読み、
テレビを見ているそうです。
　健康の秘訣を尋ねると「好き嫌いなく何でもよく食べ
ること」とはっきりとした口調で答えてくれました。

百歳おめでとうございます
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ご
案
内

広報しんおんせん（2月号）

お
知
ら
せ

「
愛
の
献
血
」
の
お
知
ら
せ

▼
と
き
・
と
こ
ろ

　

2
月
22
日
（
水
）

◇
上
島
プ
ロ
パ
ン
㈱

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

◇
浜
坂
保
健
セ
ン
タ
ー

　

午
後
1
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
対
象　

18
歳
（
男
性
は
17
歳
）
～
65

歳
の
方
（
60
歳
以
上
で
献
血
経
験
の

あ
る
方
は
69
歳
ま
で
）

▼
問
合
せ  

健
康
福
祉
課 

健
康
推
進
係

　

℡
99
‐
２
９
４
０

浜
坂
み
な
と
海
鮮
ま
つ
り

　

浜
坂
漁
港
で
水
揚
げ
さ
れ
る
魚
介
を

Ｐ
Ｒ
す
る
「
第
4
回
浜
坂
み
な
と
海
鮮

ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
時
期
、
浜
坂
漁
港
に
は
、
松
葉

ガ
ニ
を
は
じ
め
、
ハ
タ
ハ
タ
や
赤
ガ
レ

イ
な
ど
〝
海
の
宝
〟
が
水
揚
げ
さ
れ
、

特
に
こ
の
時
期
は
水
ガ
ニ
が
味
を
増
し

て
い
ま
す
。

▼
と
き　

２
月
18
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
1
時

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
相
談

　

こ
こ
ろ
の
健
康
や
認
知
症
等
に
つ
い

て
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
家
族
等

の
方
も
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

２
月
28
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

▼
と
こ
ろ　

す
こ
や
か
～
に

▼
相
談
員

　

但
馬
病
院
精
神
科
医
師
、
保
健
師

▼
申
込
み

　

健
康
福
祉
課　

健
康
推
進
係

　

℡
99
‐
２
９
４
０
（
す
こ
や
か
～
に
内
）

※
予
約
制
。
相
談
無
料
。

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
漁
港
せ
り
市
場

▼
内
容

◇
ア
カ
イ
カ
解
体
シ
ョ
ー

◇
漁
師
汁
の
ふ
る
ま
い
（
数
量
限
定
）

◇
水
が
に
の
釜
揚
げ
、
海
鮮
う
ど
ん
、

海
鮮
焼
き
な
ど
地
元
海
産
物
を
使
っ

た
味
覚
コ
ー
ナ
ー

◇
地
元
の
海
産
物
な
ど
特
産
物
の
販
売

▼
主
催
・
問
合
せ

　

浜
坂
漁
業
協
同
組
合

　

℡
82
‐
３
０
２
０

道
の
駅
で
の
観
光
情
報
発

信
に
つ
い
て
の
説
明
会

　

今
夏
、道
の
駅「
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー

ク
浜
坂
の
郷
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

こ
の
道
の
駅
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

活
用
し
て
新
温
泉
町
の
観
光
情
報
を
集

約
し
、
来
訪
者
に
情
報
提
供
を
行
う
予

定
で
す
。

　

道
の
駅
に
情
報
を
提
供
し
て
い
た
だ

け
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ま

た
、興
味
の
あ
る
方
も
入
場
で
き
ま
す
。

▼
と
き

　

2
月
21
日
（
火
）

　

午
後
2
時
～
4
時

▼
と
こ
ろ

　

す
こ
や
か
～
に　

▼
入
場
料　

無
料

▼
問
合
せ

　

商
工
観
光
課

　

℡
82
‐
５
６
２
５

大
学
院
生
に
よ
る
研
究
報
告
会

　
「
但
馬
の
地
域
資
源
を
考
え
る
」
と

い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
兵
庫
県
立
大
学

大
学
院
地
域
資
源
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究

科
の
大
学
院
生
７
名
が
日
頃
の
研
究
成

果
を
発
表
し
ま
す
。

▼
と
き　

2
月
26
日
（
日
）

　

午
後
１
時
～
5
時

▼
と
こ
ろ

　

豊
岡
稽
古
堂
（
豊
岡
市
役
所
）

▼
参
加
費　

無
料　

▼
定
員　

１
０
０
名
（
先
着
順
）

▼
申
込
期
限　

2
月
23
日
（
木
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

兵
庫
県
立
大
学
豊
岡
ジ
オ
・
コ
ウ
ノ

　

ト
リ
キ
ャ
ン
パ
ス
経
営
部

　

℡
（
０
７
９
６
）
34
‐
６
０
７
９
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就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

　

経
済
的
理
由
に
よ
り
、
就
学
が
困
難

と
認
め
ら
れ
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
に

対
し
、
学
用
品
費
・
修
学
旅
行
費
・
給

食
費
等
の
一
部
を
支
給
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　

３
月
31
日
（
金
）

▼
問
合
せ　

こ
ど
も
教
育
課

　

℡
82
‐
５
６
２
７

神
戸
運
輸
監
理
部
か
ら
の
お
願
い

　

毎
年
、
年
度
末
は
自
動
車
の
検
査
や

登
録
申
請
で
窓
口
が
非
常
に
混
雑
し
ま

す
。
継
続
検
査
は
検
査
証
の
有
効
期
限

満
了
日
の
１
ヶ
月
前
か
ら
受
け
ら
れ
ま

す
。
窓
口
が
比
較
的
す
い
て
い
る
３
月

中
旬
ま
で
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

姫
路
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

　

℡
（
０
５
０
）
５
５
４
０
‐
２
０
６
７

お子さんの予防接種はお済ですか？
　定期予防接種には対象年齢があります。次の予防接
種は接種期限が迫っています。お子さんの予防接種歴
を確認し、受けていない場合は早めに受けましょう。
◇麻しん・風しん混合（ＭＲ）ワクチン
　２期：就学１年前に該当する方
　（平成 22 年４月２日～平成 23 年４月１日生）
　平成 29 年３月 31 日までに１回
◇二種混合（破傷風ジフテリアトキソイド）
　小学校６年生
　（平成 16 年４月２日～平成 17 年４月１日生）　
　平成 29 年 3 月 31 日までに１回
◇日本脳炎ワクチン　
　日本脳炎ワクチンは積極的勧奨を控えていた時期が

ありますので、　新ワクチンになってから経過措置
制度が設けられました。

　該当する町民の方は受けるようにしましょう。
※経過措置対象者
　平成 18 年４月１日以前生まれの満 20 歳未満の方
▼問合せ  健康福祉課　健康推進係　℡ 99-2940

県道三尾浜坂線の通行止め
　指杭地区から清富地区までの一部区間におい
て、指杭橋拡幅工事により 24 時間全面通行止
めにしています。
▼通行止め区間　指杭地区～清富地区
　（田井川・指杭地区～旧糸城最終処分場口）
▼通行止め期間　２月 28 日（火）まで
※期間中は旧新温泉町クリーンセンター経由で
　迂回してください。
▼問合せ　建設課　地域整備係　℡ 82-3115

通行止
迂回路

教
育
資
金
を
サ
ポ
ー

ト
！
国
の
教
育
ロ
ー
ン

　

高
校
、
大
学
等
へ
の
入
学
時
・
在
学

中
に
か
か
る
費
用
を
対
象
と
し
た
公
的

な
融
資
制
度
で
す
。

▼
融
資
額

　

子
ど
も
１
人
あ
た
り
３
５
０
万
円
以
内

▼
金
利　

1
・
81
％
（
平
成
28
年
12
月

　

12
日
現
在
）

公
立
浜
坂
病
院
　
　
　

休
診
の
お
知
ら
せ

　

公
立
浜
坂
病
院
耳
鼻
咽
喉
科
外
来
は

３
月
１
日
（
水
）
の
午
後
診
を
３
歳
児

健
診
の
た
め
休
診
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

公
立
浜
坂
病
院

　

℡
82
‐
１
６
１
１

▼
対
象
費
用　

入
学
金
、
授
業
料
、
教

科
書
代
、
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン

の
敷
金
・
家
賃
な
ど

▼
返
済
期
間　

15
年
以
内

▼
返
済
方
法　

毎
月
元
利
均
等
返
済

▼
保
証

　
（
公
財
）
教
育
資
金
融
資
保
証
基
金

　

※
連
帯
保
証
人
に
よ
る
保
証
も
可

▼
問
合
せ

　

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
５
７
０
‐
０
０
８
６
５
６

　

日
本
政
策
金
融
公
庫　

豊
岡
支
店

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
４
３
２
７
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募
　
集

ジ
ビ
エ
料
理
・
　
　
　

鳥
獣
被
害
講
習
会

　

鳥
獣
被
害
対
策
と
し
て
、
捕
獲
し
て

い
る
猪
や
鹿
な
ど
を
利
活
用
す
る
ジ
ビ

エ
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

投
資
被
害
１
１
０
番

　

投
資
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
無
料
で

電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
と
き　

２
月
23
日
（
木
）

　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

▼
電
話
番
号
（
当
日
の
み
）

　
（
０
７
９
）
２
８
２
‐
７
８
６
６

▼
問
合
せ

　

兵
庫
県
弁
護
士
会　

相
談
課

　

℡
（
０
７
８
）
３
４
１
‐
８
２
２
７

豊
岡
総
合
庁
舎
内
の
　

事
務
所
移
転
　

　

仮
設
庁
舎
（
プ
レ
ハ
ブ
建
物
）
に
あ

る
豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所
（
豊
岡
保
健

所
）
は
、庁
舎
耐
震
工
事
完
了
に
伴
い
、

３
月
13
日
（
月
）
か
ら
同
じ
敷
地
内
の

元
の
保
健
所
棟
で
業
務
を
行
い
ま
す
。

▼
問
合
せ　

但
馬
県
民
局
総
務
企
画
室

　

℡
（
０
７
９
６
）
26
‐
３
６
１
３

「
薬
師
湯
」
の
入
浴
料
が

変
わ
り
ま
す

　

湯
村
温
泉
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
「
薬

師
湯
」
で
は
、
利
用
者
か
ら
の
要
望
が

大
変
多
か
っ
た
「
シ
ャ
ン
プ
ー
」、「
リ

ン
ス
」、「
ボ
デ
ィ
シ
ャ
ン
プ
ー
」
の
無

料
設
置
と
、
ド
ラ
イ
ヤ
ー
の
無
料
化
に

伴
い
、
入
浴
料
を
改
定
し
ま
す
。

▼
改
定
日　

４
月
１
日
（
土
）
～

▼料金改定
料金区分 現行 新料金

町外者 大人 400 円 → 500 円
小人 250 円 → 300 円

町内者 大人 150 円 → 250 円
小人 80 円 → 150 円

※回数券は 10 枚分の料金で 12 枚
購入できます。

※その他の減免区分については、
薬師湯館内にてご案内します。

▼
問
合
せ　

薬
師
湯

　

℡
92
‐
１
０
８
１

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

▼
募
集
概
要

若
松
団
地
（
公
営
住
宅
）

◇
所
在
地

　

新
温
泉
町
七
釜
19
番
地
の
１

◇
住
戸
タ
イ
プ

　

2
Ｄ
Ｋ　

専
用
面
積
45
・
30
㎡

◇
募
集
戸
数　

1
戸
（
2
‐
33
号
）

◇
家
賃
（
月
額
）　

１
２
６
０
０
円
～

１
８
８
０
０
円（
収
入
に
応
じ
て
決
定
）

◇
駐
車
場　

1
台
当
り
１
５
０
０
円
／

月
額
、
2
台
目
ま
で
利
用
可

◇
施
設
設
備　

上
下
水
道

▼
入
居
資
格
等　

家
族
構
成
、
所
得
な

ど
の
基
準
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
間

　

2
月
9
日
（
木
）
～
2
月
23
日
（
木
）

※
応
募
が
な
い
場
合
は
、
先
着
順

▼
入
居
可
能
予
定
日　

3
月
15
日（
水
）

▼
申
込
方
法　

入
居
申
込
書
等
に
必
要

書
類
を
添
え
て
、
申
込
者
本
人
が
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
不
可
）

▼
問
合
せ　

建
設
課　

管
理
係

　

℡
82
‐
３
１
１
５

　

講
習
会
も
実
施
し
ま
す
の
で
、
ジ
ビ

エ
及
び
鳥
獣
被
害
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き　

２
月
27
日
（
月
）

◇
料
理
教
室　

午
前
10
時
～
午
後
1
時

◇
講
習
会　

午
後
1
時
30
分
～
3
時

▼
と
こ
ろ　

町
民
セ
ン
タ
ー

▼
講
師

◇
料
理
教
室　

シ
シ
ボ
タ
ン
の
会

◇
講
習
会　

森
林
動
物
研
究
セ
ン
タ
ー

▼
定
員

◇
料
理
教
室　

20
名
（
先
着
順
）

◇
講
習
会　

80
名
（
先
着
順
）

▼
そ
の
他

◇
料
理
教
室
に
参
加
す
る
方
は
講
習
会

に
も
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
料
理
教
室
に
は
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
講
習
会
前
に
試
食
会
を
行
い
ま
す
。

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
期
限　

２
月
20
日
（
月
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

農
林
水
産
課　

℡
82
‐
５
６
２
６
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　　　お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障（有）
　　　　　　　　　生活サポートシステム　担当　池上

　買い物、病院等への外出の付添い、墓掃除、草抜き、草刈り機を
使用した草刈り、枝切り、家の内外の掃除、家具の移動、その他一人っきりでは
億劫になりがちな片付け等、心優しいおばちゃんと爽やかなイケメンスタッフが
真心こもったサービスでお手伝いいたします。料金は、一時間ごと 3,000 円、草
刈機 3,000 円、軽トラック 4,500 円（税抜）などとなります。お見積り、相談料、
交通費は無料です。≪受付時間　月～土　8：00 ～ 18：00 ≫

【広告】お任せください。安心、安全のサポート  ♥

げんちゃん
担当者直通電話

　090-4147-2916

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
　

ガ
イ
ド
養
成
講
座

ジ
オ
ガ
イ
ド
に
必
要
な

心
肺
蘇
生
・
応
急
措
置

　

ガ
イ
ド
活
動
に
は
、
け
が
人
や
病
人

が
出
た
場
合
の
対
応
も
必
要
で
す
。
応

急
処
置
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
心
肺
蘇

生
法
な
ど
を
体
得
し
ま
す
。
修
了
者
に

は
「
普
通
救
命
講
習
修
了
証
」
が
交
付

さ
れ
ま
す
。

▼
と
き　

２
月
22
日
（
水
）

　

午
後
１
時
～
４
時

▼
と
こ
ろ　

美
方
広
域
消
防
本
部

▼
講
師　

美
方
広
域
消
防
本
部
職
員

▼
定
員　

15
名

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
期
限　

２
月
16
日
（
木
）

ガ
イ
ド
と
し
て
の
マ
ナ
ー
・

接
遇
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
、
自
然
公
園
法

　

ガ
イ
ド
活
動
に
は
、
マ
ナ
ー
や
接
遇

を
身
に
つ
け
る
こ
と
や
事
故
等
へ
の
備

え
も
大
切
で
す
。
新
温
泉
町
の
面
積
の

半
分
近
く
は
国
立
・
国
定
公
園
と
自
然

公
園
等
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
保
護
保

全
の
た
め
の
規
制
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
基
本
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き　

2
月
24
日
（
金
）

　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
15
分

▼
と
こ
ろ　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館

▼
講
師

◇
朝
野
泰
昌
さ
ん
（
山
陰
海
岸
ジ
オ

パ
ー
ク
２
種
ガ
イ
ド
）

◇
福
原
陽
一
郎
さ
ん
（
山
陰
海
岸
ジ
オ

パ
ー
ク
２
種
ガ
イ
ド
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
期
限　

2
月
20
日
（
月
）

ー
申
込
み
・
問
合
せ
ー

　

新
温
泉
町
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
務
局
（
商
工
観
光
課
内
）

　

℡
82
‐
５
６
２
５

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

交
流
大
会
及
び
体
験
会

　

子
ど
も
教
室
活
動
の
1
年
間
の
成
果

を
披
露
す
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
や

他
地
区
児
童
と
の
親
睦
・
交
流
を
図
る

機
会
と
し
て
本
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

2
月
26
日
（
日
）

　

午
前
9
時
開
始（
受
付
8
時
30
分
～
）

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
北
小
学
校
体
育
館

▼
対
象
者

　

新
温
泉
町
内
の
小
学
校
4
～
6
年
生

▼
募
集
チ
ー
ム　

8
チ
ー
ム（
先
着
順
）

※
チ
ー
ム
編
成
は
8
名
以
上

※
男
、
女
、
混
成
チ
ー
ム
で
の
申
込
可

▼
参
加
料　

1
チ
ー
ム
３
５
０
０
円

　
（
1
日
イ
ベ
ン
ト
保
険
料
含
む
）

▼
体
験
会　

交
流
大
会
終
了
後
、
ふ
れ

あ
い
バ
ス
ケ
ッ
ト
体
験
会
を
実
施

◇
と
き　

交
流
大
会
終
了
後
（
午
後
2

時
ご
ろ
～
）

◇
対
象
者　

小
学
校
1
～
6
年
生
（
当

日
参
加
可
）

▼
申
込
方
法　

所
定
の
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
申
し
込
む
。

▼
申
込
期
限　

2
月
20
日
（
月
）
必
着

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

生
涯
教
育
課　

℡
82
‐
５
１
５
９
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美
方
郡
広
域
事
務
組
合
　
　

臨
時
職
員
採
用
候
補
者
募
集

▼
募
集
職
種
・
人
員　

事
務
員　

２
名

　
（
事
務
組
合
、
消
防
本
部
に
各
１
名
）

▼
応
募
資
格　

昭
和
32
年
4
月
2
日
以

降
に
生
ま
れ
た
方
（
満
60
歳
未
満
）

で
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
こ
と
。

▼
応
募
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
写
真
貼
付
の
上
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間　

２
月
13
日
（
月
）
～

　

28
日
（
火
）
の
平
日

▼
試
験
（
面
接
）
日　

3
月
5
日
（
日
）

　

時
間
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
応
募

者
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
勤
務
条
件
等

◇
賃
金　

日
額
６
６
０
０
円

◇
期
間
・
雇
用
状
態
に
よ
っ
て
割
増
賃

金
を
年
間
2
月
以
内
で
支
給

試
　
験

県
立
網
干
高
等
学
校
　
　
　

平
成
29
年
度
通
信
制
課
程
生
徒
募
集

▼
対
象　

今
年
３
月
に
中
学
校
卒
業
見

込
み
の
方
等
で
、
県
内
在
住
ま
た
は

県
内
に
勤
務
し
て
い
る
方

▼
年
間
登
校
日
数　

約
20
日
（
網
干
高

等
学
校
、
協
力
校
の
豊
岡
高
等
学
校

等
か
ら
選
択
）

▼
諸
経
費　

年
額
約
５
０
０
０
円

※
教
科
書
代
は
初
年
度
１
３
０
０
０
円

（
無
償
給
与
制
度
あ
り
）

▼
選
抜
方
法　

面
接
の
み

▼
入
学
考
査
料　

９
５
０
円

▼
面
接
日
・
場
所　

３
月
5
日
（
日
）

ま
た
は
6
日
（
月
）
網
干
高
等
学
校

※
協
力
校
で
は
３
月
5
日
の
み

▼
出
願
期
間

　

２
月
20
日
（
月
）
～
27
日
（
月
）

▼
問
合
せ

　

県
立
網
干
高
等
学
校
通
信
制
課
程

　

℡
（
０
７
９
）
２
７
４
‐
２
０
１
４ 

ひ
ょ
う
ご
ラ
ジ
オ
カ
レ
ッ
ジ

平
成
29
年
度
学
生
募
集

　

本
学
は
、
ラ
ジ
オ
講
座
を
聴
き
感
想

文
を
提
出
す
る
こ
と
が
学
習
の
基
本
で

す
。テ
キ
ス
ト
を
毎
月
発
行
す
る
ほ
か
、

ス
ク
ー
リ
ン
グ
や
研
修
旅
行
な
ど
を
通

し
て
学
生
相
互
の
交
流
を
図
り
ま
す
。

▼
対
象　

50
歳
以
上
で
県
内
在
住
の
方

▼
募
集
人
数

　

本
科
生
５
０
０
名
（
先
着
順
）

※
聴
講
生
制
度
も
あ
り
ま
す
。

▼
申
込
期
限　

4
月
14
日
（
金
）

▼
経
費　

年
間
６
０
０
０
円

　
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

楽
し
く
子
育
て
！
　
　

リ
ト
ミ
ッ
ク
を
し
よ
う

　

パ
パ
＆
マ
マ
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
＆
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
と
子
ど
も
で
一
緒
に
楽
し

め
る
！
他
に
も
楽
し
い
ゲ
ー
ム
も
し
ま

す
！

▼
と
き　

3
月
11
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
11
時

▼
と
こ
ろ

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
～
に

▼
講
師　

松
原
裕
子
さ
ん
（
中
辻
）

▼
対
象
者

　

0
～
6
歳
児
と
そ
の
保
護
者

▼
参
加
費　

無
料

▼
持
ち
物　

ゴ
ム
ボ
ー
ル
（
20
㎝
）、

　

ハ
ン
カ
チ
（
30
㎝
）

新
温
泉
町
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会

▼
と
き

　

３
月
５
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
中
学
校
体
育
館

▼
参
加
資
格　

新
温
泉
町
に
在
住
、
在

　

勤
の
方
（
高
校
生
を
含
む
）

▼
参
加
料　

１
チ
ー
ム
２
０
０
０
円

　
（
傷
害
保
険
料
を
含
む
）

▼
申
込
期
限　

２
月
27
日
（
月
）

▼
申
込
み　

新
温
泉
町
体
育
協
会

　

℡
82
‐
４
５
１
２

▼
申
込
期
限　

3
月
3
日
（
金
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

新
温
泉
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

浜
坂
支
部　

℡
82
‐
１
０
７
１

　

温
泉
支
部　

℡
92
‐
１
８
６
６　

◇
通
勤
手
当
を
基
準
に
基
づ
き
支
給

◇
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
、
雇
用

保
険
等
に
加
入

▼
採
用　

平
成
29
年
4
月
1
日
以
降

▼
問
合
せ

　

美
方
郡
広
域
事
務
組
合　

総
務
課

　

℡
92
‐
２
４
１
０

▼
放
送　

ラ
ジ
オ
関
西
（
５
５
８
kHz
）

　

毎
週
土
曜　

午
前
７
時
～
７
時
30
分

▼
学
習
期
間　

１
年
間

▼
申
込
み

　

ひ
ょ
う
ご
ラ
ジ
オ
カ
レ
ッ
ジ

　

℡
（
０
７
９
）
４
２
４
‐
３
３
４
３
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住　所 氏　　名 年　齢 死亡日

うぶごえ

まちのうごき

ご冥福をお祈りします

12 月 9日～１月 15 日届出分　　（敬称略）
（届出の際に申し出のあった方のみ掲載しています）

ご結婚おめでとう

●まちのうごき●　
　２月1日現在

（　）内は前月比

人　口 15,137 人 （－ 35）

　男 7,204 人 （－ 13）

　女 7,933 人 （－ 22）

世帯数 5,756 世帯 （－   9）

固定資産税第４期
納期限　2月28日（火）

　最寄りの金融機関で納めましょう。
　口座振替をご利用の方は、残額の確認を
お願いします。　

　　　　　　税務課　℡ 82-3113

住 所 氏　　名 保護者 出生日

住　所 夫婦の氏名 届出日
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報　

し
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ん
せ
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広報しんおんせん（2月号）

2 月号
vol.137

「広報しんおんせん」は、資源保護のため古紙 100％の再生紙を
使用し、環境に優しいソイ（大豆油）インキで印刷しています。

平
成
2
9
年
　
新
温
泉
町
成
人
式

180
人

が
大

人
へ

の
第

一
歩

を
踏

み
出

す

H29（2017）.2.9

編
集

・
発

行
／

新
温

泉
町

役
場

　
　

〒
669-6792　

兵
庫

県
美

方
郡

新
温

泉
町

浜
坂

2673-1 
  ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

http://w
w

w
.tow

n.shinonsen.hyogo.jp
　

　
　

　
　

　
　（

企
画

課
）　

　
　

tel（
0796）82-3111（

代
）   　

fax（
0796）82-3054　

　
 （

ス
マ

ホ
版

）　
http://w

w
w

.tow
n.shinonsen.hyogo.jp/sp 　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

※
機

種
に

よ
り

一
部

ご
覧

に
な

れ
な

い
ペ

ー
ジ

が
あ

り
ま

す
。

 広
報

し
ん

お
ん

せ
ん

は
、

町
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

ご
覧

い
た

だ
け

ま
す

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
電

子
メ

ー
ル

     info@
tow

n.shinonsen.lg.jp　


